
1	 ルーテル学院だより	

行
事
予
定
9
月
〜
12
月

　

私
は
、「
社
会
福
祉
法
人
多
摩
同
胞
会
あ

さ
ひ
苑
」
の
中
の
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

と
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
高
齢
者
住
宅

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
「
一
人
暮
ら
し
の
高

齢
者
へ
の
援
助
」
を
テ
ー
マ
に
、
25
日
間
の

実
習
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
17
日
間

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
毎
回
違
う
職
員

の
方
に
付
き
一
人
暮
ら
し
の
利
用
者
の
方
の

ご
自
宅
へ
同
行
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
実
際

に
、
金
銭
管
理
問
題
や
介
護
予
防
等
の
ケ
ア

プ
ラ
ン
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
等
を
見
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
一
人
暮
ら
し
の
利
用
者
の
生

活
状
況
を
知
り
た
い
と
考
え
て
い
た
た
め
、

　

私
は
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
受
験
資
格
取

得
の
た
め
、
精
神
科
病
院
で
12
日
間
、
地
域

活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
・
相
談
支
援
事
業
・
就

労
継
続
支
援
事
業
B
型
・
就
労
移
行
支
援

事
業
等
の
事
業
を
展
開
し
て
い
る
特
定
非
営

利
活
動
法
人
に
て
8
日
間
の
実
習
を
行
い
ま

し
た
。

　

精
神
科
病
院
の
実
習
で
は
、
患
者
や
利
用

者
と
関
わ
り
、
ま
た
ス
ー
パ
ー
ビ
ジ
ョ
ン
を

受
け
る
中
で
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
専
門
性
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Ｏ
入
試
Ｉ
期
面
談
日

9
月
10
日
㈫
～
13
日
㈮　
集
中
講
義
期
間

9
月
16
日
㈪	

後
期
授
業
開
始

9
月
23
日
㈪	

一
日
神
学
校

9
月
25
日
㈬	

前
期
卒
業
式

9
月
27
日
㈮	

創
立
記
念
礼
拝

9
月
28
日
㈯	

大
学
院
オ
ー
プ
ン
セ
ミ
ナ
ー

（
社
会
福
祉
学
専
攻
、
臨
床
心
理
学
専
攻
）

10
月
4
日
㈮	

創
立
記
念
休
日

	
	

ス
ポ
ー
ツ
大
会

10
月
19
日
㈯	

10
月
期
大
学
院
入
試

	
	

（
臨
床
心
理
学
専
攻
修
士
課
程
）

10
月
26
日
㈯	

Ａ
Ｏ
入
試
Ⅱ
期
面
談
日

11
月
3
日
㈰
・
4
日
㈪　

愛
め
ぐ
み
祭さ

い（
学
園
祭
）

11
月
23
日
㈯	

公
募
制
推
薦
・
社
会
人
Ⅰ
期
入
試

12
月
7
日
㈯

	
	

自
己
推
薦
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薦
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社
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オープンキャンパスのご案内
予約不要

＜オープンキャンパスについてのお問い合わせ先＞
TEL　0422-32-2949（企画広報センター）
メール　koho@luther.ac.jp

9 月 28日（土）
「まだ間に合う !　AO入試・推薦入試対策講座」

12：30 受付開始

13：00 大学紹介　

13：20 まだ間に合う !　入試対策講座

14：00 模擬講義①「相談援助って何するの ?」

15：00 模擬講義②「心理学ってどんな学問 ?」

16：00 学生寮見学（希望者のみ）
 またはキャンパスツアー（希望者のみ）

•キャンパスツアー、個別相談、在学生相談は随時
実施します。

11月 3日（日） 保護者対象　＊学園祭開催

12月 14日（土） クリスマスコンサート

一
人
ひ
と
り
、
ニ
ー
ズ
の
違
っ
た
利
用
者
へ

の
援
助
の
仕
方
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
の
は

大
き
な
学
び
と
な
り
ま
し
た
。
職
員
の
方
か

ら
利
用
者
に
つ
い
て
説
明
を
受
け
て
か
ら
訪

問
し
て
い
ま
し
た
が
、
実
際
に
会
話
を
す
る

中
で
、
そ
の
方
の
人
柄
や
、
ご
自
宅
で
の
様

子
等
か
ら
事
前
に
聞
い
て
い
た
情
報
か
ら
考

え
て
い
た
イ
メ
ー
ジ
と
違
っ
た
所
が
あ
り
、

資
料
や
情
報
の
み
で
理
解
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
改
め
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
訪

問
し
て
も
玄
関
に
入
れ
て
も
ら
え
ず
顔
の
見

え
な
い
状
態
で
の
関
わ
り
合
い
も
あ
る
と
聞

き
、
そ
の
方
に
つ
い
て
理
解
す
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
に
は
時
間
が
必
要
だ
と
思

い
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
は
、
一
人
の
利
用
者
と
25

日
間
の
実
習
を
通
し
て
関
わ
る
こ
と
が
で

き
、
職
員
の
方
に
付
き
そ
の
利
用
者
の
生
活

状
態
が
改
善
さ
れ
て
い
く
様
子
を
観
察
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
関
わ
り
合
い
の

中
で
、
私
自
身
悩
ん
で
い
た
利
用
者
へ
「
寄

り
添
う
」
こ
と
の
意
味
を
理
解
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
お
互
い
が
何
も
知
ら
な
い
状

態
か
ら
利
用
者
の
話
を
聞
き
、
今
何
が
一
番

必
要
な
の
か
を
多
く
の
情
報
か
ら
取
捨
選
択

し
、
そ
の
方
ら
し
い
生
活
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
が
最
も
重
要
な
の
だ

と
い
う
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

　

実
習
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
か
し
、
将
来
社

会
福
祉
士
と
し
て
、
利
用
者
や
そ
の
ご
家
族

を
援
助
を
す
る
中
で
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を

大
切
に
し
て
い
き
た
い
で
す
。

　

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
で
は
、
公
認
心
理
師

の
国
家
資
格
化
に
伴
い
、
2
0
1
8
年
度
よ

り
公
認
心
理
師
資
格
に
対
応
し
た
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
10
年
以

上
に
渡
っ
て
行
っ
て
き
た
独
自
の
実
習
教
育

も
2
0
1
9
年
度
後
期
よ
り
公
認
心
理
師
資

格
に
対
応
し
た
形
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
す
。

　

公
認
心
理
師
資
格
を
取
得
す
る
た
め
に
は
、

学
部
レ
ベ
ル
で
は
80
時
間
以
上
、
保
健
医
療
分

野
、
福
祉
分
野
、
教
育
分
野
、
司
法
・
犯
罪
分

野
、
産
業
・
労
働
分
野
の
5
分
野
の
実
習
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
当
面
は
、
保
健
医
療
分

野
を
含
め
れ
ば
5
分
野
そ
ろ
わ
な
く
て
も
よ

い
と
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
本
学
で
は
様
々
な

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
活
か
し
、
最
初
か
ら
5
分
野

の
実
習
先
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
心
理
実
習
Ⅰ
」
で
は
、
1
グ
ル
ー
プ
15
人

ま
で
の
演
習
形
式
の
授
業
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の

実
習
先
に
関
す
る
理
解
を
深
め
、
公
認
心
理

師
と
し
て
の
職
責
や
連
携
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。
ま
た
、
ク
ラ
ス
内
の
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
や
自
己
理
解
の
ワ
ー
ク
等
を
通

し
て
心
理
面
で
の
準
備
も
整
え
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
大
学
院
附
属
臨
床
心
理
相
談
セ
ン

タ
ー
の
見
学
を
行
い
、
現
場
で
の
体
験
と
観

察
に
基
づ
く
学
び
を
始
め
、「
心
理
実
習
Ⅱ
」

で
の
学
外
施
設
に
お
け
る
見
学
実
習
へ
の
準

備
も
進
め
ま
す
。「
心
理
実
習
Ⅱ
」
で
は
、
5

分
野
に
関
す
る
施
設
で
の
見
学
実
習
を
行
い

ま
す
。
平
行
し
て
授
業
内
で
見
学
実
習
の
体

験
を
グ
ル
ー
プ
で
振
返
り
、
教
員
と
共
に
理

解
を
深
め
ま
す
。
事
前
学
習
、
現
場
で
の
実

習
と
指
導
、
毎
回
の
実
習
記
録
の
作
成
、
授

業
で
の
振
返
り
と
指
導
、
実
習
記
録
の
添
削

と
い
う
多
層
的
な
学
び
の
シ
ス
テ
ム
の
中
で
、

学
生
は
実
習
体
験
を
多
角
的
に
振
返
り
、
そ

の
理
解
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
現
場

で
の
体
験
を
通
し
て
対
象
と
自
己
の
理
解
を

深
め
る
臨
床
心
理
実
習
を
行
っ
て
き
た
実
績

を
活
か
し
、
独
自
の
き
め
細
や
か
な
実
習
教

育
を
行
え
る
こ
と
は
本
学
の
強
み
で
す
。

　

毎
年
、
新
入
生
が
大
学
に
慣
れ
た
6

月
下
旬
に
保
護
者
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
年
は
29
日
（
土
）
に
93
名
の
保
護
者

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
前
中
の
全

体
会
で
は
3
名
の
卒
業
生
、
川
島
創
士
さ

ん
・
宮
島
潤
さ
ん
・
石
間
優
仁
香
さ
ん
よ

り
在
学
中
の
勉
強
、
学
生
生
活
、
サ
ー
ク

ル
活
動
、
卒
業
後
の
活
躍
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
持
ち
味
が
表
れ
た
ス
ピ
ー
チ
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
保
護
者
か
ら
も
多
く

の
質
疑
が
寄
せ
ら
れ
有
意
義
な
時
間
を
持

つ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
、
各
コ
ー
ス
に
分
か
れ
て
教

員
も
同
席
し
て
の
昼
食
会
、
引
き
続
き

コ
ー
ス
説
明
会
が
あ
り
、
教
育
内
容
や
進

路
の
動
向
等
、
現
況
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

希
望
者
に
は
個
別
相
談
の
時
間
が
設
け
ら

れ
、
学
生
た
ち
の

日
々
の
様
子
を
率

直
に
情
報
共
有

し
ま
し
た
。
ま
た
、

保
護
者
同
士
の
情

報
共
有
の
場
と
も

な
っ
た
よ
う
で
す
。

　

教
育
の
一
層
の

充
実
を
図
る
い
い

機
会
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

実
習
報
告

心
理
実
習
に
つ
い
て

2
0
1
9
年
度
保
護
者
会
が

�

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

学
生
支
援
セ
ン
タ
ー
長　

村
上
　
秀
紀

社
会
福
祉
士
実
習
（
高
齢
分
野
）

実
習
で
わ
か
っ
た

�

「
寄
り
添
う
」
こ
と
の
意
味

福
祉
相
談
援
助
コ
ー
ス
3
年　

高
麗 

有
加
里

精
神
保
健
福
祉
士
実
習

「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
大
切
に

�

想
い
を
理
解
す
る
こ
と

子
ど
も
支
援
コ
ー
ス
4
年　

小
澤
　
満
喜

の
中
核
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
ら
れ
、
学
び
ま

し
た
。
病
棟
や
デ
イ
ケ
ア
で
、
患
者
や
利
用

者
と
接
し
関
わ
る
中
で
、
様
々
な
経
験
や
想

い
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
を
知
り
、
そ
の

方
の
こ
れ
ま
で
送
ら
れ
て
き
た
生
活
ス
タ
イ

ル
や
習
慣
、
大
事
に
さ
れ
て
き
た
こ
と
と

い
っ
た
「
そ
の
人
ら
し
さ
」
を
大
切
に
し
、

関
わ
っ
て
い
く
事
が
精
神
保
健
福
祉
士
の
専

門
性
に
お
い
て
重
要
な
の
だ
と
学
び
ま
し
た
。

　

特
定
非
営
利
活
動
法
人
の
実
習
で
は
、
事

業
所
ご
と
の
特
性
や
、
通
所
さ
れ
て
い
る
方

の
想
い
を
理
解
す
る
こ
と
を
中
心
に
実
習
を

行
い
ま
し
た
。
特
に
印
象
的
だ
っ
た
出
来
事

と
し
て
、
地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
で
の
実

習
の
際
に
利
用
者
の
ご
自
宅
へ
の
訪
問
が
あ

り
ま
し
た
。
訪
問
で
は
、
職
員
の
方
と
一
緒

に
部
屋
の
清
掃
を
行
い
、
そ
の
中
で
、
捨
て

て
良
い
物
や
大
事
に
さ
れ
て
い
る
物
を
利
用

者
に
確
認
し
、
利
用
者
の
選
択
を
大
事
に
す

る
姿
勢
を
学
び
ま
し
た
。

　

ま
た
、
私
は
各
事
業
所
で
落
ち
着
い
た
雰

囲
気
で
あ
る
こ
と
を
感
じ
、
そ
の
こ
と
か
ら

地
域
の
事
業
所
は
利
用
者
の
「
居
場
所
」
と

し
て
の
機
能
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
し
た
。
そ
し
て
、
地
域
で
自
分
の
体
験
や

大
変
さ
な
ど
を
共
有
で
き
安
心
で
き
る
場
所

が
あ
る
か
ら
こ
そ
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
へ
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
足
掛
か
り
と
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
し
た
。

　

今
回
の
実
習
で
は
、
本
当
に
沢
山
の
こ
と

を
学
び
、
同
時
に
利
用
者
や
患
者
の
想
い
に

触
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
実
習
で

得
た
学
び
を
通
し
、
精
神
保
健
福
祉
士
の
資

格
取
得
を
目
指
し
一
層
勉
学
に
励
ん
で
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

実
習
担
当
教
員石

川
与
志
也
・
高
城
絵
里
子

・
日
　
程
：
11
月
30
日
㈯

・
テ
ー
マ
：「
共
に
生
き
る
社
会
を
目
指
す

　
　
　
　

	

〜『
浦
河
べ
て
る
の
家
』の　

	

実
践
を
通
し
て
〜
」

・
講
演
者
：
向
谷
地　

生
良
氏

＊
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で

　
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

1
1
0
周
年
記
念
大
会

�

三
鷹
移
転
50
周
年

NO.140
2019.9.1

発　行

発行人

ルーテル学院大学・
日本ルーテル神学校
〒181-0015 
東京都三鷹市大沢 3-10-20
TEL：0422-31-4611　
FAX:0422-33-6405

市川 一宏

http://www.luther.ac.jp/



	 ルーテル学院だより	 2

　

7
月
24
日
と
25
日
の
2
日
間
に
わ
た
り
、

47
名
の
高
校
生
を
迎
え
「
高
校
生
の
た
め
の

体
験
講
座
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
参
加
者

は
興
味
に
応
じ
て
「
福
祉
相
談
援
助
・
地

域
福
祉
開
発
コ
ー
ス
」「
臨
床
心
理
コ
ー
ス
」

「
子
ど
も
支
援
コ
ー
ス
」「
キ
リ
ス
ト
教
人
間

学
コ
ー
ス
」
に
分
か
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
コ
ー

ス
で
準
備
さ
れ
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
参
加
し
ま

し
た
。
各
コ
ー
ス
の
2
日
間
の
さ
ま
ざ
ま
な

講
義
や
体
験
学
習
を
通
し
て
、
同
じ
興
味
を

持
つ
参
加
者
同
士
で
学
び
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
礼
拝
体
験
や

在
学
生
と
の
ラ
ン
チ
交
流
で
は
、
礼
拝
や
授

業
、
サ
ー
ク
ル
、
ア
ル
バ
イ
ト
の
こ
と
な
ど
、

本
学
で
の
大
学
生
活
に
つ
い
て
知
っ
て
い
た

だ
く
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
最
初
は
緊
張
し

て
い
た
参
加
者
も
し
だ
い
に
打
ち
解
け
る
こ

と
が
で
き
、
最
後
に
は
笑
顔
で
体
験
講
座
を

終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

私
が
担
当
し
た
「
臨
床
心
理
コ
ー
ス
」
の

体
験
学
習
（
心
理
学
の
実
験
を
体
験
し
て
み

よ
う
）
で
は
、
実
験
に
よ
り
“
心
の
働
き
”

を
捉
え
る
と
い
う
心
理
学
の
一
つ
の
方
法
を

体
験
し
て
も
ら
う
た
め
に
、
パ
ー
ソ
ナ
ル
・

ス
ペ
ー
ス
の
測
定
と
い
う
心
理
学
実
験
を
参

加
者
と
と
も
に
行
い
ま
し
た
。
パ
ー
ソ
ナ

ル
・
ス
ペ
ー
ス
と
は
自
身
の
周
囲
に
あ
る
個

人
的
な
領
域
の
こ
と
で
す
が
、
直
接
目
で
見

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う
な
パ
ー

ソ
ナ
ル
・
ス
ペ
ー
ス
を
実
験
に
よ
り
測
定
し
、

数
値
と
し
て
目
に
見
え
る
形
に
し
、
自
身
の

パ
ー
ソ
ナ
ル
・
ス

ペ
ー
ス
の
大
き
さ

を
知
っ
て
も
ら
い

ま
し
た
。
こ
の
体

験
学
習
を
通
し
て
、

心
理
学
の
科
学
と

し
て
の
側
面
を
学

び
ま
し
た
。

　

今
年
の
夏
祭
り
の
テ
ー
マ
は
『
踊
れ
！

楽
し
め
！　

ル
ー
テ
ル
真
夏
の
清
涼
祭
』

で
し
た
。
学
生
会
執
行
部
と
礼
拝
委
員
会

の
合
同
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

開
会
礼
拝
で
は
、
楽
器
の
演
奏
に
あ

わ
せ
て
皆
で
歌
い
踊
る
「
ひ
と
つ
に
な
ろ

う
」
等
、
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
礼
拝

終
了
後
は
、
３
団
体
の
サ
ー
ク
ル
の
演
武

や
演
奏
、
流
し
素
麺
や

ラ
ム
ネ
、
チ
ョ
コ
バ
ナ

ナ
な
ど
の
食
品
出
店
に

多
く
の
学
生
や
職
員
の

方
々
が
お
立
ち
寄
り
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
午
後

の
部
で
は
、
礼
拝
の
ほ

か
軽
音
サ
ー
ク
ル
の
ス

夏
の
高
校
生
の
た
め
の
体
験
講
座

報
　
告

ルーテル学院大学企画広報センター　　0422‒32‒2949　　koho@luther.ac.jpお申込み・お問い合わせ先

秋の高校生のための体験講座
9月16日（月・祝）

詳細はホームページ、スマホサイトでご確認いただけます。

対　　象 高校生
開催時間 10：00～（受付　9：30～）
会　　場 本学トリニティホール
参 加 費 無料（ランチ付き）

要予約

人を支援するしごとで大切なこと
福祉、心理、キリスト教のそれぞれ視点から、「人を支援するしごとで大切なこと」をテーマに、
同じ関心を持っている高校生の皆さんとともに体験しながら、考え、学んでみましょう。

10：00 オリエンテーション・アイスブレイク
10：15 「人を支援する」ってどういうこと ?
 「人を支援する」仕事に興味を持った皆さん、グルー

プワークを通して「人を支援する」とは何かについ
て一緒に考えてみましょう。

11：45 礼拝体験（希望者のみ）・ランチタイム

13：30 ルターと一緒に考えてみよう
 ～人と人との広がり・深まり～
 ルーテル学院の名称は、ルター（16世紀の宗教改

革者）に由来します。しかしルターは、ただ宗教
の人ではありません。人と人とのお互いの関係を
広く深く考えた人です。一緒に考え学んでみま
しょう。

14：30 ティータイム（一日の振り返り）

スケジュール

テ
ー
ジ
と
花
火
が
行
わ
れ
、
第
一
部
に
負

け
な
い
盛
り
上
が
り
で
し
た
。

　

今
年
は
梅
雨
が
長
引
き
雨
が
降
る
こ
と

が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
無
事
に
晴
れ
て

大
き
な
ア
ク
シ
デ
ン
ト
も
な
く
終
わ
れ
た

こ
と
に
安
堵
し
て
い
ま
す
。
来
て
く
だ

さ
っ
た
皆
様
、
ご
協
力
頂
い
た
皆
様
に
感

謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。
様
々
な

反
省
を
踏
ま
え
次
回
も
よ
り
い
い
も
の
に

し
て
い
き
ま
す
の
で
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

Q	

吉
村
さ
ん
は
災
害
が
起
こ
る
と
国
内
外

に
関
わ
ら
ず
、
す
ぐ
に
現
地
に
行
き
必

要
な
救
助
・
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
活
動
を
す
る
よ
う
に
な
っ

た
き
っ
か
け
は
何
で
す
か
。

　

僕
に
と
っ
て
の
災
害
救
助
活
動
の
原
点
は
、

阪
神
・
淡
路
大
震
災
で
す
。
発
生
か
ら
4
日

目
に
、
あ
る
避
難
所
に
行
っ
た
ん
だ
け
れ
ど
、

そ
こ
で
「
あ
ん
た
話
を
聞
い
て
く
れ
る
か
い
」

と
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
声
を
か
け
ら
れ
た
。
誰

か
に
話
さ
な
い
と
気
が
お
か
し
く
な
り
そ
う

に
な
る
か
ら
、
と
言
わ
れ
た
と
き
に
、
現
地
に

来
て
話
を
聞
く
だ
け
で
も
必
要
だ
な
と
思
っ

た
し
、
も
っ
と
早
く
現
地
に
入
ら
な
い
と

い
け
な
い
な
、
と
後
悔
も
し
た
。
そ
れ
以
来
、

と
に
か
く
す
ぐ
に
現
地
に
行
き
、
そ
こ
で
必

要
と
さ
れ
て
い
る
救
助
・
支
援
は
何
か
を
見

て
考
え
て
活
動
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

Q	

被
災
地
の
最
前
線
だ
け
で
な
く
、
被
災

し
た
子
ど
も
た
ち
の
支
援
も
さ
れ
て
い

ま
す
ね
。

　

阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
後
か
ら
、
子
ど
も

た
ち
と
富
士
登
山
や
、
カ
ヌ
ー
キ
ャ
ン
プ
な

ど
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
暗
闇
の
中
、
富
士

山
頂
ま
で
登
っ
た
子
か
ら
「
夜
に
灯
り
を
つ

け
な
く
て
も
眠
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」
と
報

告
が
あ
っ
た
り
、
東
日
本
大
震

災
に
あ
っ
た
宮
城
県
石
巻
市
の

子
ど
も
た
ち
を
長
野
、
山
梨
に

招
待
し
た
時
に
は
、
野
尻
湖
に

飛
び
込
む
企
画
に
参
加
し
た
子

か
ら
「
飛
び
込
め
て
楽
し
か
っ

た
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
大
き

な
災
害
に
あ
っ
た
後
に
怖
か
っ

た
こ
と
を
克
服
す
る
姿
、
小
さ

な
一
歩
を
踏
み
出
す
姿
を
見
て

2020 年度　年内の入試日程
試験方法 エントリー期間 課題提出期間 面談日 出願許可発送 出願期間 合格発表

AO入試 Ⅱ期 4/29 ㈪
〜 10/15 ㈫

10/1 ㈫
〜 10/21 ㈪ 10/26 ㈯ 10/31㈭ 11/1 ㈮

〜 11/15 ㈮ 11/22 ㈮

※ AO入試説明　3/30 ㈯〜 9/28 ㈯　※AO入試説明は受験生本人が受けること。

試験方法 出願期間 試験日 合格発表
公募制推薦入試／指定校推薦
入試／社会人入試Ⅰ期／編入
学試験Ⅰ期／留学生試験Ⅰ期

11 月 1 日㈮〜 11月 15日㈮ 11月 23日㈯ 11月 29日㈮

自己推薦入試／教会枠入試（推薦） 11 月 18日㈪〜 12月 2 日㈪ 12月 7日㈯ 12月 13日㈮

（入試に関するお問い合わせ）
入試事務局　　電話：0422-31-4611　ファックス：0422-33-6405　メール：admission@luther.ac.jp

臨
床
心
理
コ
ー
ス
3
年　

黒
川
　
千
夏

夏
ま
つ
り 

報
告

き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
被
災
し
た
現
地
で
な
く

て
も
、
で
き
る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る
。
小

さ
な
一
言
か
ら
で
も
、
人
助
け
は
で
き
る
ん

で
す
。「
微
力
だ
け
ど
、
無
力
じ
ゃ
な
い
」。

そ
う
い
う
気
持
ち
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

Q	

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
を
選
ん
だ
理
由
は

何
で
す
か
。

　

僕
が
入
学
し
た
頃
、
ル
ー
テ
ル
は
1
学
年

40
数
人
と
い
う
本
当
に
小
規
模
の
大
学
だ
っ

た
ん
だ
け
ど
、
こ
の
少
人
数
制
が
す
ご
く
い

い
な
と
思
っ
て
受
験
し
ま
し
た
。
社
会
福
祉

を
学
び
た
い
と
思
っ
て
い
た
し
、
マ
ン
モ
ス

大
学
だ
と
の
ま
れ
ち
ゃ
う
気
が
し
た
し
。

Q	

大
学
生
活
で
印
象
に
残
っ
て
い
る
こ
と

は
何
で
す
か
。

　

学
生
の
う
ち
に
世
界
を
見
て
お
こ
う
と

思
っ
て
、
1
年
間
休
学
を
し
て
デ
ン
マ
ー
ク
、

エ
ジ
プ
ト
、
イ
ス
ラ
エ
ル
、
イ
ン
ド
な
ど
18

カ
国
を
自
転
車
等
で
巡
っ
て
き
ま
し
た
。
ト

ラ
ブ
ル
続
き
の
旅
で
し
た
。
イ
ン
ド
で
は
荷

物
を
全
部
な
く
し
ち
ゃ
っ
た
ん
だ
け
ど
、
そ

の
と
き
に
現
地
の
人
た
ち
の
優
し
さ
と
か
、

イ
ン
ド
に
は
「
徳
を
積
む
」
と
い
う
考
え
方

が
あ
っ
て
、
そ
の
考
え
に
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
。
そ
の
時
、
僕
が
目
指
し
て
い
た
旅
は

こ
れ
だ
っ
た
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

Q	

大
学
生
活
で
培
っ
た
も
の
が
、
今
で
も

活
か
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

　

ル
ー
テ
ル
の
良
さ
は
、
横
の
つ
な
が
り
だ

け
で
な
く
、
在
学
当
時
は
「
礼
拝
グ
ル
ー

プ
」
と
い
う
仕
組
み
が
あ
っ
て
、
縦
の
つ
な

が
り
も
強
か
っ
た
こ
と
が

特
に
印
象
に
残
っ
て
い
ま

す
。
教
員
も
神
学
生
も
学

部
生
も
一
緒
に
社
会
問
題
な

ど
を
「
あ
れ
は
お
か
し
い
よ

ね
」
と
か
、
ず
っ
と
語
れ
る

環
境
で
し
た
。
本
当
に
み
ん

な
の
距
離
が
近
か
っ
た
。
い

ろ
い
ろ
な
特
徴
を
持
っ
た
先

生
が
い
て
、
学
生
一
人
ひ
と

り
を
先
生
た
ち
が
知
っ
て
い
て
く
れ
て
い
る
。

そ
の
出
会
い
は
と
て
も
大
き
か
っ
た
で
す
ね
。

　

今
で
も
災
害
支
援
の
現
場
で
、
卒
業
生
の

人
た
ち
や
牧
師
さ
ん
た
ち
と
連
絡
を
取
り

合
っ
て
、
支
え
あ
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ

の
場
所
で
が
ん
ば
っ
て
い
る
人
た
ち
と
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
よ
。

Q	

最
後
に
在
学
生
、
そ
し
て
未
来
の
入
学

生
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
け
ま
す
か
。

　

僕
が
少
人
数
に
こ
だ
わ
っ
た
の
は
、
一
人

ひ
と
り
を
大
切
に
し
て
く
れ
る
感
じ
が
あ
っ

た
か
ら
。
大
学
に
い
る
と
き
は
誰
か
と
話
を

し
な
く
ち
ゃ
い
け
な
い
よ
う
な
規
模
が
ち
ょ

う
ど
良
か
っ
た
。

　

ル
ー
テ
ル
に
は
無
限
の
可
能
性
が
あ
る
と

思
い
ま
す
。
人
間
く
さ
さ
が
こ
こ
に
は
あ
る
。

た
く
さ
ん
の
中
に
埋
も
れ
る
の
で
は
な
く
て
、

困
っ
て
い
た
ら

頼
れ
る
人
た
ち

が
い
る
。
相
談

で
き
る
人
た
ち

が
い
る
。
そ
の

ま
ま
で
い
い
ん

で
す
よ
。
自
分

を
探
し
に
き
た

ら
い
い
と
思
い

ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

O
P
E
N 

J
A
P
A
N
理
事

災
害
救
助
N
G
O

　

ヒ
ュ
ー
マ
ン
シ
ー
ル
ド
神
戸
代
表

�

吉
村
　
誠
司 

さ
ん

吉
村
　
誠
司
（
よ
し
む
ら 

せ
い
じ
）

　

1
9
9
0
年
度
ル
ー

テ
ル
神
学
大
学
（
現

ル
ー
テ
ル
学
院
大
学
）

卒
業
。
在
学
中
に
ワ
ー

ク
キ
ャ
ン
プ
・
交
流
国
際
N
G
O
を
発
足
。

1
年
間
休
学
し
て
18
カ
国
を
自
転
車
等
で
一

人
旅
を
す
る
。

　

1
9
9
5
年
の
阪
神
・
淡
路
大
震
災
の
支

援
活
動
に
始
ま
り
、
イ
ラ
ク
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
中
国
な
ど
で
の
災
害
時

に
も
出
動
。
東
日
本
大
震
災
で
は
、
当
日
に

福
島
県
、
翌
朝
に
は
宮
城
県
石
巻
市
、
気
仙

沼
、
陸
前
高
田
な
ど
で
初
動
活
動
を
行
っ
た
。

現
在
も
災
害
救
助
の
第
一
線
で
活
動
し
て
い

る
。
O
P
E
N 

J
A
P
A
N
理
事
、
災
害
救

援
N
G
O
ヒ
ュ
ー
マ
ン
シ
ー
ル
ド
神
戸
代
表
。

被
災
地
支
援
の

�

最
前
線
に
立
っ
て

卒
業
生
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

助
教　

松
田
　
崇
志

クヌーテン講演会にて

熊本地震での被災地支援


